
マ
ヘ
惣
締
。

ソ
ウ
カ
ン
宗
桓

室
宗
橿
。

ゾ
ウ
ガ
ン
ア
プ
ξ

象
眼
鐙
加
賀
忽
制
限
は
金
銀

銅
の
地
の
み
な
ら
ず
、
織
を
地
金
と
し
て
も
亦
践
に

施
さ
れ
た
。
そ
れ
が
銘
に
際
問
せ
ら
れ
た
も
の
を
象

眼
鏡
と
縛
す
る
。

ゾ
ウ
ガ
ン
シ
象
眼
師
加
賀
滞
で
は
辻
・
勝
木
・

小
市
・
同
永
諸
工
の
知
き
、
銭
そ
の
他
の
餓
象
阪
を

職
と
す
る
も
の
を
忽
隙
師
と
い
ひ
、
初
は
金
銀
銅
で

万
叙
若
し
く
は
袋
身
具
を
造
る
白
銀
師
と
識
然
鼠
別

せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
金
持
の
城
下
に
象
眼
町
と
白
銀
町

と
が
あ
る
の
は
是
に
悶
る
。
象
限
闘
は
餓
象
限
師
の

略
税
制
で
、
白
銀
聞
と
て
も
象
眼
を
語
ら
ぬ
こ
と
は
な

い
。
後
に
は
互
に
混
同
し
て
、
白
銀
闘
の
名
影
以
て

汎
制
併
せ
ら
れ
た
。

ゾ
ウ
ガ
ン
チ
ョ
ウ
象
眼
町
金
調
停
の
町
名
町
寛

文
十
年
の
九
十
銭
者
郡
上
般
に
、
忽
川
間
町
日
用
取
茜

七
郎
の
事
を
記
載
し
、
一
苅
勝
三
年
の
火
災
記
等
に
は

皆
集
限
町
と
あ
っ
て
、
ザ
ウ
ガ

y
町
と
呼
ん
だ
の

を
、
後
呼
び
襖
っ
て
防
人
ザ
ウ
ガ
ネ
町
と
い
ふ
こ
と

に
な
っ
た
。
昔
時
象
阪
府
建
の
郎
地
を
賜
は
っ
た
所

で
あ
ら
う
。

ソ
ウ
ギ
宗
紙

4
イ
ヒ
ヲ
ソ
ウ
ギ
似
局
宗
祇
。

ソ
ウ
キ
ユ
ウ
若
此

J
ナ
リ
タ
ツ
ウ
キ
ド
ユ
ウ

成
旧
資
札
。

ソ
ウ
キ
ユ
・
ワ
オ
ウ
ク
シ
ユ
ウ
若
此
翁
句
集
訂

正
と
角
替
が
あ
る
。
二
加
。
京
の
俳
人
梅
泊
編
。
資

札
裂
後
五
年
円
に
、
梅
泊
が
先
師
の
句
を
集
め
て
板

行
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
は
弘
化
丙
午
ハ
三
年
〉
仲
冬

饗
慰
舎
梅
語
、
肢
は
伴
水
悶
芹
舎
。
京
平
野
屋
茂
兵

衛
綬
。
叉
同
じ
く
訂
正
弦
此
翁
句
集
と
凶
し
、
一
一
加

本
で
、
梅
遁
の
序
と
芹
舎
の
序
と
を
加
へ
、
弘
化
四

J
タ
イ
シ
ツ
ソ
ウ
カ
y.

ソ
ウ

， 

.太

年
正
周
一
原
山
城
屋
佐
共
衡
等
の
板
行
も
あ
る
。

ソ
ウ
キ
『
『
・
ワ
オ
ウ
ハ
イ
カ
イ
シ
晶
ウ
若
此
翁
俳

詣
集
ニ
加
。
芹
舎
の
序
と
梅
遁
の
序
と
が
あ
る
。

弘
化
四
年
十
周
京
山
城
屋
佐
助
等
板
。

ソ
ウ
キ
ユ
ウ
オ
ウ
ハ
イ
カ
イ
ツ
ケ
ア
ヒ
シ
ユ
ウ

事
舗
札
翁
俳
鰭
附
合
集
ニ
加
。
牢
背
陸
新
甫
縮
。
束

郡
背
霊
堂
仮
。
組
卿
の
稿
本
を
新
甫
の
訂
正
し
た
も

の
。
そ
の
自
序
に
文
久
元
叩
子
仲
秋
と
あ
る
が
、
文

久
元
年
な
ら
ば
半
酉
で
あ
り
、
甲
子
が
正
し
け
れ
ば

元
治
元
年
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。

ソ
ウ
キ
品
ウ
オ
ウ
ホ
ツ
ク
シ
ユ
ウ
若
此
翁
譲
句

集
二
加
。
組
卿
編
。
前
書
序
。
東
都
青
雲
蛍
板
で
、

安
政
元
年
に
成
る
。
又
別
に
一
加
本
が
あ
り
、
獣
池

の
編
す
る
と
こ
ろ
。
自
序
及
び
索
屋
の
訟
が
添
へ
ら

れ
、
鹿
邸
三
年
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
等
の
出
版
に
係

る。
ソ
ウ
キ
ユ
ウ
ザ
イ
キ
キ
ョ
ウ
シ
ユ
ウ
若
此
再
鼠

郷
集
一
加
。
天
保
四
年
可
立
稿
木
。
文
政
十
一
年

各
金
棒
の
俳
人
資
札
が
二
度
目
に
京
か
ら
踊
っ
た

際
、
門
下
の
入
々
と
興
行
し
た
附
合
を
集
め
た
も
の

で
、
容
米
に
関
係
者
四
十
七
人
の
俳
名
と
本
名
と
を

記
し
て
あ
る
。

ソ
ウ
キ
ユ
・
ワ
ホ
ツ
ク
シ
ユ
ウ
蒼
此
議
旬
集
増

補
掌
巾
と
角
智
が
あ
る
。
一
加
。
封
塔
庖
蒼
札
句
集

に
放
郷
の
作
を
増
補
し
た
も
の
で
、
金
・
様
の
俳
人
大

夢
の
縞
す
る
腕
。
序
は
於
平
安
僑
居
梅
室
、
政
・
は
嘉

永
壬
子
〈
五
年
〉
初
秋
加
鴎
金
城
椀
庵
六
世
大
夢
。
板

元
不
明
。
後
明
治
サ
三
年
に
も
再
刊
さ
れ
て
ゐ
る
。

ソ
ウ
キ
ヨ
ウ
ジ
宗
敬
寺
石
川
端
示
野
に
在
っ

て
、
興
宗
東
一
献
に
鴎
す
る
。
初
め
金
探
助
九
郎
町
に

底
た
が
、
明
治
十
九
年
四
局
今
の
地
に
移
っ
た
。

ソ
ウ
ギ
ョ
タ
ル
イ
ダ
イ
タ
シ
ヰ
ワ
鍵
玉
類
題
句

集

一

mm。
成
田
芳
札
・
援
弁
梅
室
二
人
の
護
勾
を

類
題
別
に
し
て
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
嘉
永
三
年
八

周
東
都
密
林
高
笈
堂
英
大
助
・
東
闘
屋
長
五
郎
絞
。

ソ
ウ
ケ
イ
イ
ン
曹
渓
腕
加
賀
務
主
第
十
代
前

回
童
数
の
子
持
敬
が
寛
政
七
年
六
周
サ
七
日
卒
し
た

後
、
般
に
江
戸
で
稽
し
た
法
説
。
そ
の
金
棒
に
臨
界

す
る
に
及
ん
で
糊
樹
院
と
改
め
ら
れ
た
。

ソ
ウ
ゲ
ン
宗
玄
珠
洲
郡
直
郷
に
臨
す
る
部
務
。

元
職
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、
『
此
村
先
年
は
鵜
島

村
の
内
に
て
御
座
候
躍
、
明
暦
二
年
に
別
村
に
相
立
、

岡
村
忠
左
衛
門
と
申
百
姓
家
名
を
宗
玄
と
申
候
に

付
、
村
名
に
鰭
成
候
由
申
候
。
』
と
あ
る
。
叉
能
電
名

跡
志
に
、
『
宗
玄
村
に
則
ち
宗
玄
忠
左
衛
門
と
い
ふ
古

き
百
姓
あ
り
。
此
者
故
あ
っ
て
宗
玄
の
名
あ
り
。
』
問

書
に
、
『
宗
玄
村
端
に
切
遇
し
と
い
う
て
、
岩
山
を
切

放
き
て
往
来
す
る
也
。
昔
遜
か
の
山
を
越
え
て
往
来

せ
し
を
、
御
郡
翠
行
に
黒
川
五
左
衛
門
と
い
ふ
入
、

此
所
を
切
按
き
従
来
安
〈
成
り
し
と
也
。
』
な
ど
と
起

す
る
。ソ

ウ
ゲ
ン
ジ
宗
源
寺
羽
咋
郡
百
浦
に
在
っ
て
、

鍵
宗
東
援
に
臆
す
る
。

ソ
ウ
ゲ
ン
ジ
宗
源
寺
鳳
至
郡
臨
披
に
在
っ
て
、

間
国
洞
宗
に
毘
す
る
。
天
文
六
年
間
郡
川
島
の
瑞
源
寺

五
代
海
祭
の
建
て
る
腕
と
い
ふ
。

ソ
ウ
ゲ
ン
ジ
曹
源
寺
珠
洲
郡
長
織
に
在
っ
て
、

曹
洞
宗
に
臨
し
、
松
岸
国
司
淵
を
関
山
と
す
る
。

ソ
ウ
ゲ
ン
シ
晶
宗
玄
酒
珠
洲
郡
宗
玄
の
忠
左

衛
門
家
に
て
議
す
る
名
磁
で
、
そ
の
法
を
笥
・
棒
伊
丹

に
受
け
、
三
百
年
来
之
を
遣
る
と
い
ふ
。

ソ
ウ
ゲ
ン
テ
キ
ス
イ
曹
源
満
水
石
川
郡
瞥
洞

宗
大
東
寺
三
十
二
代
の
住
持
。
石
見
の
入
、
一
卸
代
氏
。

業
を
且
舟
宗
胡
に
受
け
、
法
を
田
山
道
自
に
嗣
い
だ
。

嘗
て
能
m
m
千
光
寺
に
首
衆
と
な
り
、
次
い
で
永
平
寺

に
瑞
悦
L
、
正
徳
五
年
九
周
大
莱
寺
に
入
り
開
堂
、

‘
晶
一
一

z
a唱
』

、

2
牛

守

ι

守

d
-
-
-

，

司

肘

岨

叫

U
・
寸

H

d

r

事
保
二
年
四
周
十
一
日
東
蛍
に
於
い
て
寂
し
た
。
露

五
十
七
ρ

ソ
ウ
コ
ウ
宗
孝

4
ダ
イ
ギ
ッ
ウ
コ
ウ
大
義

宗
孝
。ソ

ウ
ゴ
ウ
草
江
山
・
9

羽
咋
郡
富
木
院
に
あ

る
部
務
。

ソ
ウ
ヨ
ウ
ジ
宗
江
寺

J
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ
宗

能
寺
。ソ

ウ
コ
ウ
ジ
マ
チ
宗
江
寺
町
金
持
の
醤
町
名
。

元
線
三
年
の
火
災
担
に
古
餌
指
町
・
宗
江
寺
町
、
同

九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
宗
江
寺
町
・
屋
瀬
町

と
見
え
る
。
宗
江
寺
の
上
f

屋
放
を
地
子
地
と
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
今
は
こ
の
町
名
が
な
い
。

ソ
ウ
コ
ウ
シ
ョ
ウ
サ
箆
鈎
招
差
一
加
。
三
好

質
直
の
者
。
分
政
商
政
の
係
敏
を
求
め
る
算
法
で
あ

る
。
本
番
の
著
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
凡
そ
弘

化
頃
で
あ
ら
う
。

ソ
ウ
ヨ
タ
フ

F
キ
惣
園
風
土
記
ハ
一
〉
古
風
土

記
の
拠
純

l
元
明
天
皇
和
銅
六
年
五
月
、
勅
し
て
畿

内
・
七
遣
の
諸
同
部
郷
に
好
字
を
若
け
し
め
、
そ
の

都
内
生
ず
る
所
の
銀
銅
彩
色
草
木
禽
賦
魚
烏
等
の
物

は
具
に
色
目
を
録
L
、
及
び
土
地
の
沃
靖
、
山
川
原

野
の
名
披
腕
前
、
文
古
老
の
相
侍
歯
開
異
事
を
史
籍

に
載
せ
て
言
上
せ
し
め
、
之
を
風
土
記
と
都
し
た
。

然
る
に
そ
の
書
夙
く
散
逸
し
て
、
朝
廷
に
も
之
を
襲

緩
し
給
は
な
か
っ
た
か
ら
、
延
長
三
年
十
こ
周
十
四

日
太
政
官
符
を
諸
岡
司
に
獲
し
て
之
が
探
求
を
命
ぜ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
而
し
て
現
に
俸
は
る
も
の
は

常
陸
・
出
雲
・
掃
隠
・
肥
前
・
盟
後
の
五
凶
で
、
し
か
も

出
雲
以
外
は
完
本
で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

延
長
探
求
の
成
績
も
略
知
る
べ
く
、
初
め
か
ら
編
斡

の
功
を
途
げ
な
か
っ
た
凶
も
、
亦
多
か
っ
た
の
で
あ

ら
う
。
織
っ
て
考
へ
れ
ば
、
和
銅
山
ハ
年
に
於
い
て
は

四
七
七


